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Abstract

AnewlydevelopedtechnologyofminiaturizedTGGEapparatus,calledPTGGE,

wasfurtherdevelopedtoacquirewideapplications.Mainlytwoapproacheshavebeendone:

improvementsinoperationalproblemsanddevelopmentofatrulynewapplication.The

formerledtotheprojectofpre-castgelproduction,whichwasmostlyperformedbythe

company-side,resultingingenerationofthefirstversionofthissort.Thisisbelievedtobe

ultimatelyimportantfわrawideandgeneraluseofscientistsandresearchersinvarious

fields.Ontheotherhand,thelatter,mainlycarriedoutbytheUniversity-side,hasbeen

reachingthestageofbuildingupanewprojectofdeveloplnganautomatedsystemfor

measuringamutageniceffectofvariouschemicalsnamedGPMA(Genomeprofiling-based

mutationassay).Itisnowestablishedthatthismethodisinprincipleeffective.Therefore,

theinstrumentationisunderway.
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1.研究の目的

本研究では､我々の開発 した微量迅速高

効率なゲノム解析系 ｢〃TGGE｣を-
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層有用なものとするために､ゲルの規格

化､プレキャス ト化 (予め標準的な条件

で作成されたものを利用する)を進める

ことと､一方では実際にこの実験装置を

用いた全く新しい研究方法を開発するこ

とを目指した｡



2.研究の背景

生物の種の同定や個体の識別は従来､表

現型によってなされてきたが､ゲノム時代を

迎え､遺伝子型で行いうる状況が高まってき

た｡西垣らはこのための方法論を開発してき

た[1,21｡GP法と称したこの方法は､一般性

のある方法としては他に相当するものがない

独走状況にある｡原理的および方法論的には

完成し､次に実験システムの規格化､微小化

を実現していった[3]｡実験を再現的にかつ簡

便に行うためにプレキャストゲルプロジェク

トはエッセンシャルであった｡さらに､迅速 ･

簡便 ･高性能な実験系ゆえの新しい方法論の

開発が可能となっていた｡その一応用として､

高感度の変異原物質検出系の開拓に挑んだ｡

3.結果と検討

まず､規格化されたゲルを作成するため

に､適当なサイズやゲルの組成､ゲルを保持

するカセットの材質 ･形状などを検討し､操

作性､分離能､経済性などを配慮し､ゲル本

体が1インチ(2.5cm)のものを最終的に採用す

るところまできている｡これについてはでき

たものの試験段階である｡一方､GPMAに

ついては､指標微生物 (大腸菌)を連続継代

培養するための装置を導入し､改良中である｡

〃TGGEによって蓄積したゲノムDNA上

の突然変異を解析する実験も重ねており､お

おむね予定通りの結果をえている (Fig.1)0

これらのことから､本研究を通じて､〃TG

GEの応用が一層広がったと考えている｡

次年度のプロジェクトとしてはGPMA の自
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動連続継代培養システムを完成させ､新しい

変異原解析法として実用化していく予定であ

る｡
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